
32 hōnā 動詞（過去形）

32.1 hōnā 動詞の過去形

単数 複数

男性 thā thē

女性 thī thīṇ

32.2 否定文の作り方

hōnā 動詞の直前に否定語 nahīṇ を置く。nahīṇ の代わりに

nah を用いることもある。

主語 ＋ … ＋

否定語

nahīṇ

nah

＋
hōnā 動詞

の過去形
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33 習慣過去形

33.1 習慣過去形 「 ～したものだった 」

主語 未完了分詞 hōnā 動詞過去形

男性

単数 動詞語幹 ＋ tā thā

複数 動詞語幹 ＋ tē thē

女性

単数 動詞語幹 ＋ tī thī

複数 動詞語幹 ＋ tī thīṇ

＊ 否定語 nahīṇを未完了分詞の前におくと否定文になる。

33.2 習慣過去形における hōnā動詞過去形の省略

習慣過去形が連続する場合、hōnā動詞過去形は省略されるこ

とがある。主語が女性・複数の場合、hōnā動詞の過去形が省略

されると未完了分詞は女性・複数形になる。

主語

女性複数
＋ 動詞語幹 ＋ tī ＋ thīṇ

↓

主語

女性複数
＋ 動詞語幹 ＋ tīṇ
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